
夕張岳を国の天然記念物へ/
一指定の受け皿づくりを目指 した市民運動一

尾君尾水

みずお ・きみお
栗山町の農村育ち、主婦。
子育て中に 「夕張おや子劇
場」の事務局長、運営委員
長として自主活動を実践。
夕張岳に魅せられて,地 域
の文化と自然環境を考える

市民運動にかかわる。

は
じ
め
に

夕
張
岳

(
一
、
六
六
八
層
)
の
国
の
天
然
記
念
物
指
定

(以
下
で
は
単
に

「
指
定
」
と
記
述
す
る
)

に
向
け
て
、

一
九
九
四
年
九
月
、
地
元
の
南
富
良
野
町
か
ら
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。
夕
張
市
は

一
九
九
〇
年
三
月
、
既
に

「条

件

つ
き
」
な
が
ら
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、
富
良

野
芦
別
道
立
自
然
公
園
の
指
定
四
〇
周
年
を
迎
え
て
、
や
っ

と
地
元
か
ら
の
指
定
要
望
書
が
出
揃
う
こ
と
に
な

っ
た
。

北
海
道
営
林
局
は
、
地
元
の
合
意
が
あ

っ
た
九
月
に
、

「指
定
」
の
た
め
の
現
地
検
討
登
山
を
実
施
し
た
。

こ
の

年
、
夕
張
営
林
署
は
登
山

口
の
橋
、
駐
車
場
お
よ
び
管
理

道
路
を
整
備
し
、
夕
張
市
は
緊
急
保
護
作
業
と
し
て
看
板

と

コ
ー
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、
夕
張
山
岳
会
は
木
道
を
設
置

し
て
い
た
。
地
権
者

で
あ
る
営
林
局
は
、
現
地

で
色
々
な

保
護
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
実
態
に
印
象
を
良
く
し
て
、

早
速
動
き
だ
し
て
い
る
。

ユ ラパ リコザ ク ラ写真1

夕張市による保護作業看板とロープ設置
吹き通 しにて1993年7月

写真2緊急保護作業、夕張市による
吹き通 しにて1993年7月

写真3
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他
方
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
植
生
総
合
調
査
報

告
書
を
発
行
し
た

一
九
九
二
年
に

「指
定
区
域
の
素
案
」

を
提
示
し
な
が
ら
、
今
な
お
遅
々
と
し
て

「関
係
諸
機
関

と
協
議
、
精
査
中
」
と
い
う
状
態
を
続
け
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
進
ま
ぬ

「指
定
」
に
対
し
て

「ど
こ
で
、

何
が
詰
ま

っ
て
い
る
の
か
」、
情
報

の
収
集

と
整
理
を
続

け
て
い
る
。
ま
た
、
夕
張
市
が
提
出
し
た
要
望
書

の

「付

帯
条
件
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
関
係
機
関

に
た
び
た
び

足
を
運
び
、
地
元
の
熱
意
を
届
け
続
け
て
い
る
。
「指
定
」

の
た
め
に
は
、
地
元
で
あ
る
夕
張
市
と
南
富
良
野
町
、
北

海
道

の
教
育
委
員
会
と
営
林
局
、
国
の
文
化
庁
と
林
野
庁

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
超
え
て
積
極
的
に
手
を
差
し
伸

べ
あ
う
よ
う
な
協
議
が
必
要

で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
停
滞

し
て
い
る
機
関
を
動
か
す
パ
イ
プ
役
を
果
た
し
な
が
ら
、

「指
定
」

の
早
期
実
現
に
向
け
て
の
市
民
運
動
を
続
け
て

い
る
。

夕
張
岳
の
魅
力

一
般
登
山
者
に
と

っ
て

「楽
し
い
山
」
と
は
、
体
力
的
、

技
術
的
に
平
易
な
山
で
あ
る
こ
と
、
眺
望
が
優
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
お
花
畑
の
す
ば
ら
し
さ
を
含
あ
て
自
然
が

多
彩

で
あ
る
こ
と
の
三
条
件
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
条
件
を
満
た
す
夕
張
岳
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

研
究
者
や
専
門
家
に
よ

っ
て
そ
の
特
殊
な
地
質
、
植
物
、

動
物
な
ど
が
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
数
多
い
文
献
が
発
表

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
専
門
家
や

学
者
が
花

の
名
山
と
う
た
い
、
多
く
の
論
文
を
示
し
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
山
植
物

に
保
護
の
手
は
な
く
、

危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
ま
ま
、
道
立
自
然
公
園
と
し
て
今
日

に
至

っ
て
い
る
。

北
海
道
教
育
委
員
会
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
夕
張

岳
の
特
徴
で
あ
る
高
山
帯
は
、
地
形
、
地
質
的
に
本
峰
間

の
東
西
ニ
キ
。耕

の
蛇
紋
岩
台
地
、
お
よ
び
夕
張
川
と
空
知

川
の
各
源
流
部

の
蛇
紋
岩
崩
壊
地
急
斜
面
に
三
区
分
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
域
に
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
植
生
が
展
開
し

て
い
る
。

植
物
相
は
五
七
〇
種
以
上
数
え
ら
れ
て
お
り
、
夕
張
岳

固
有
種
は
、

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
、
シ
ソ
バ
キ

ス
ミ
レ
、

ユ
ウ
バ
リ
ソ
ウ
、

エ
ゾ
ノ
ク
モ
マ
グ
サ
、

ユ
ウ
パ
リ
ク
モ

マ
グ
サ
、
タ
カ
ネ
エ
ゾ
ム
ギ
、

エ
ゾ

コ
ウ
ボ
ウ
、

コ
ミ
ヤ

マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、

ユ
ウ
パ
リ
シ
ャ
ジ
ン
、

ユ
ウ
パ
リ
ア
ズ

マ
ギ
ク
、

ユ
ウ
バ
リ
カ
ニ
ッ
リ
、

ユ
ウ
パ
リ
ミ
セ
バ
ヤ
の

一
二
種
と
豊
富
で
あ
る
。
わ
ず
か

一
〇
平
方
キ
。儲
の
面
積

の
高
山
帯

で
は
、
風
衝
地
群
落
、
雪
田
群
落
な
ど
に
お
い

て
構
成
種
が
多
く
、
し
か
も
群
落
の
組
合
せ
が
多
彩
で
あ

る
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
も
生
息
し
て
お
り
、
夕
張
岳
は
、
氷
河

時
代
の
遺
存
種
が
生
活
す
る
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
な
の
で

あ
る
。
自
然
保
護
の
自
然
性
、
多
様
性
、
稀
少
性
の
価
値

か
ら
、
夕
張
岳
は
、
ア
ポ
イ
岳

(昭
和

一
四
年
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
同
二
七
年
に
特
別
天
然
記
念
物
に

格
上
げ
さ
れ
る
)
を
凌
ぎ
、
二
三
万
診
の
面
積
を
誇
る
大

雪
山
国
立
公
園
に
匹
敵
す
る
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

昆
虫
相
に
つ
い
て
は
、
地
元
研
究
者
ら
に
よ
り
、
ヒ
メ

ギ

フ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
蝶
類
五

一
種
、
蛾
類
四
八
三
種
、
カ

ミ
キ
リ
類
二
六
種
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
野
鳥
類
も

含
め
る
と
、
夕
張
岳
の
山
麓
で
も
、
未
知
の
魅
力
が
十
分

秘
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

夕
張
岳
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発

神
秘
的
な
た
だ
ず
ま
い
で
あ

っ
た
夕
張
岳
で
は
、

一
九

八
○
年
代
よ
り
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
三
菱
グ
ル
!
プ
、
国
土
計
画

(現
コ
ク
ド
)

の
大
手
企
業
が
極
秘
に
リ
ゾ
ー
ト
開
発
構
想
を
も
ち
、
そ

れ
ら
に
関
す
る
調
査
は
公
然
の
秘
密
に
な

っ
て
い
た
。

夕
張
市
は
、
国
の
エ
ネ

ル
ギ
i
政
策
の
転
換
に
よ

っ
て

す
べ
て
の
炭
鉱
が
な
く
な
る
こ
と
を
予
測
し
、

「
タ

ン
コ

ウ
か
ら
カ
ン
コ
ウ
」

へ
政
策
の
転
換
を
は
か
り
、
観
光
開

発
を
目
指
し
た
の
も
こ
の
頃
だ

っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
八

六
年
か
ら
気
象
状
況
、
動
植
物
の
分
布
状
況
、
自
然
景
観

へ
の
影
響
評
価
調
査
を
行
な
い
、
三
年
間
で

一
億
二
千
万

円
を
費
や
し
た
。
こ
の
夕
張
岳
周
辺
の
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト

開
発
に
対
し
て
、

一
九
八
八
年
に
国

(通
産
局
)
か
ら
産

炭
地
支
援
事
業
の
環
境
調
査
費
三
千
五
百
万
円
と
、
北
海

道
か
ら
産
炭
域
活
性
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
促
進
費
千
七
百
五

十
万
円
の
補
助
金
が
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
や
道

の
事
業
化
促
進
補
助
金
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
元

で
は
開
発
に

一
層
の
弾
み
が

つ
く
と
期
待
し
、
夕
張
岳
の

ス
キ
ー
場
開
発
こ
そ
今
後
の
夕
張
市
存
亡
の

「錦
の
御
旗
」

で
あ
る
と
、
バ
ラ
色
の
夢
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
計
画
が
水
面
下
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

危
機
感
を
持
ち
、
今
村
朋
信
氏

(当
時
北
海
道
自
然
保
護

協
会
理
事
)
は

「
夕
張
岳

ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
が
覆
面
の

ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
、
計
画
の
公

表
を
迫

っ
て
い
る

(北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
誌
、
第
二

七
号
、

一
九
八
八
年
)。
同
年

こ
の
計
画

に
歯
止
め
を
か

け
る
よ
う
に
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
現
地
調
査
を
行

な
い
、
日
本
自
然
保
護
協
会
と
連
帯
し
て

「夕
張
岳
の
高

山
植
物
群
落
と
ナ
キ
ウ
サ
ギ
」
を
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
す
る
要
望
書
を
国
と
道
に
提
出
し
て
い
る
。

同
時
に
、
地
元
の
夕
張
岳
研
究
グ
ル
L
フ
は
、
国
や
北

海
道
の
補
助
金
を
受
け
て
ア
セ
ス
調
査
を
隠
密
に
未
公
開

の
ま
ま
進
め
て
い
る
夕
張
市
に
対
し
て
、
「
リ
ゾ
…
ト
開

発
計
画
と
そ
の
問
題
点
!
」
を
明
ら
か
に
し
、
夕
張
岳
の

特
殊
な
自
然
を
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
い
、
無
謀
な
計
画
で

あ
る
と
警
告
を
発
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の

一
連

の
動
き
の
中
で

「
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
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基
本
構
想
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、

一
九
八
八
年
十

一
月
の
新
聞
報
道

で
あ
る
。
企
業
主
体
は
国
土
計
画

(現

コ
ク
ド
、
堤
義
明
社
長
)
で
、
総
事
業
費
は
四
十
億
円
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
東
西
と
南
北
に
総

延
長
八
、
ニ
キ
。儲

に
な
る
二
本
の
ス
キ
ー
コ
ー
ス
を
設
け
、

ゴ

ン
ド
ラ
、
リ
フ
ト
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
駐
車
場
な
ど
を
建

設
す
る
と
い
う
計
画
で
あ

っ
た
。

こ
の
案
は
、
道
立
自
然

公
園

の
第

一
種
特
別
地
域
に

=

、
五
診
、
第
二
種
特
別

地
域

に
一
二

、
二
診
が
入
り
込
ん
で
い
た
。

こ
の
計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
素
早
い
反
応
が
起
き
、

一
九
八
九
年
四
月
、
地
元
に
市
民
組
織
の

「
ユ
ウ
パ
リ

コ

ザ
ク
ラ
の
会
」
が
発
足
し
た
。
会
で
は
、
夕
張
岳
の
危
機

を
訴
え
、
夕
張
山
岳
会
に
協
力
し
て
署
名
活
動
に
取
り
組

み
、
国
の
天
然
記
念
物
指
定
を
目
標
に
し
て
、
世
論
を
盛

り
上
げ
る
必
死
な
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。

市
民
運
動
が
高
ま
る
中
で
、

一
九
九
〇
年

一
月
、
横
路

知
事
は

「開
発
を
認
め
な
い
」
見
解
を
示
し
た
。
同
年
八

月
、
国
土
計
画

の
堤
義
明
社
長
は

「開
発
断
念
」
を
表
明

し
た
。
市
民
団
体
と
の
攻
防
を
乗
り
切
る
形
を
と
っ
て
い

た
夕
張
市
は
、
そ
の
後
も
計
画
の
練
り
直
し
を
発
言
し
て

成
行
き
が
注
目
さ
れ
た
が
、

一
九
九

一
年
二
月
、
よ
う
や

く

「
開
発
休
止
」
を
宣
言
し
た
。

こ
う
し
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
構
想
に
よ
り
、
麓
の
ま
ち
は

幻
想
と
現
実

の
中
で
揺
れ
に
揺
れ
た
。
今
と
な

っ
て
は
、

ス
キ
ー
場
計
画
が
あ

っ
た
こ
と
さ
え
夢

の
よ
う
な
出
来
事

に
思
え
て
し
ま
う
が
、
当
時
と
し
て
は
、
大
富
豪
を
誇
る

堤
義
明
社
長
と
独
裁
で
名
高

い
夕
張
市
長
を
相
手
に
し
て
、

本
当
に
か
よ
わ
い

「
ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
」
が

一
体

ど
こ
ま
で

「
モ
ノ
」
を
言

っ
て
い
け
る
の
か
、
全
く
未
知

数
で
あ

っ
た
。

あ
す
の
夕
張
と
夕
張
岳
の
自
然
を
考
え
て

当
会
が
発
足
し
た
年
は
、
最
後
に
残
さ
れ
た
三
菱
炭
鉱

の
延
命
も
時
間
の
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
状
況
の
中

で
、
私
た
ち
は
運
動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

夕
張
市
は
炭
都
と
し
て

一
世
を
風
靡
し
、
北
炭
の
城
下
町

で
あ

っ
た
全
盛
期
に
は
炭
山
が
二
七
山
、
人
口

=

一万
人

を
有
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
炭
鉱
閉
鎖
が
続
い
て
人
口

が
二
万
五
千
人
と
落
ち
込
み
、
翌
春
に
も
三
菱
炭
鉱
の
閉

山
に
よ
り
産
業
基
盤
を
失
う
人

々
は
不
安
に
駆
り
立
て
ら

れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
態
の
中

で
、
地
域
活
性
化
の
大
義
名
分
を

持
ち
雇
用
対
策
の
場
と
な
る

「
ス
キ
ー
場
開
発
」
が
示
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
市
内
全
域
を
網
羅
す
る
組
織
の
旧
地
区

労
と
と
も
に
商
工
会
議
所
、
農
民
協
議
会
、
南
部

・
鹿
島

連
合
町
内
会
が
、
「
ス
キ
ー
場
開
発
促
進
要
望
書
」
を
議

会
に
提
出
し
た
。
議
会

で
は
、
夕
張
岳
問
題
を
口
に
す
る

の
は

「
タ
ブ
ー
」
で
あ
り
、
行
政
に
相
反
す
る
意
見
を
述

べ
る
と

「市
長
に
タ
テ
つ
く
悪
市
民
」
と
見
ら
れ
る
の
だ

っ

た
。

「
ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
」
は
、
そ
の
名
が
物
語
る

よ
う
に
、
行
政
と
あ

つ
れ
き
を
作
ら
な
い
こ
と
を
基
本
に

し
た
。
「
賛
成
か
反
対
の
意
見
の
対
立
に
よ

っ
て
、
ま
ち

を
二
分
し
な
い
よ
う
」
十
分
配
慮
を
置
い
た
。
と
は
言
い

な
が
ら
、
旧
地
区
労
が
各
組
織
を
牛
耳

っ
て
い
る
夕
張
に

お
い
て

「自
然
か
開
発
か
」
、
「
人
間
が
大
事
か
花
が
大
事

か
」
と
い
っ
た
二
者
択

一
的
な
問
い
か
け
に
、
確
か
な
よ

り
ど
こ
ろ
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
市
民
感

情
に
は
、
夕
張
か
ら
す
べ
て
の
炭
鉱
が
失
わ
れ
る
と
い
う

「
誰
も
が
経
験
し
な
い
時
代
」
に
突
入
す
る
不
安
が
あ
る
。

最
後
の
炭
鉱
が
閉
山
に
な
る
前
に
、
何
と
か

「
あ
す
の
夕

張
と
自
然
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
こ
う
と
、
ま

さ
に
四
面
楚
歌
の
中
で
緊
迫
し
た
準
備
が
始
ま

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
決
し
て

「
ス
キ
ー

場
反
対
」
と
は
言
わ
ず
、
夕
張
岳
の
自
然
を
未
来
永
劫

に

残
す
気
持
ち
と
地
域
の
活
性
化
を
願
う
気
持
ち
が
同

一
線

上
に
あ
る
こ
と
を
、
素
直
に
共
有
し
合
う
よ
う
に
し
た
。

夕
張
市
民
と
自
然
を
憂
え
る
人
た
ち
が
、
二
日
間
で
二
四

〇
人
も
集
ま

っ
た
。
記
念
講
演
、
ス
ラ
イ
ド
会
、
分
科
会

な
ど
で
熱
い
討
議
が
交
さ
れ
た
。
「
レ
ジ

ャ
ー
産
業
と
い

う
の
は
地
域
の
た
め
に
来
る
の
で
は
な
い
」
、
「自
然
は
所

有
権

の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
社
会
の
も
の
で
あ
る
」
な
ど
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
私
た
ち
は
、
苦
し
い
状
況

の
中

で

一
番
失

っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
何
か
、
深
く
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
は
、

当
会

の
本
当
の
意
味
で
の
出
発
点
と
な

っ
た
と
思
う
。

手
作
り
リ
ゾ
ー
ト

象
徴
的
な
も
の
を
た
だ

「守
れ
!
」
と
い
っ
て
も
、
ま

ち
の
人
々
に
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

日
本

一
の
過
疎
化
に
さ
ら
さ
れ
る
夕
張
の
運
命
共
同
体
と

し
て
の
宿
命
を
背
負
い
、
私
た
ち
は
次
の
課
題
、
自
然
環

境
を
守
り
な
が
ら
地
域
活
性

に
結
び
付
く
本
物
の
リ
ゾ
ー

ト
開
発
と
は
何
か
を
考
え
る
講
演
会
を
企
画
し
た
。
私
た

ち
は
、
立
場
や
考
え
の
違

い
を
超
え
て
、
広
く
市
民
と
夕

張

の
真
の
活
性
化
を
考
え
て
い
き
た
い
思
い
か
ら
、
北
海

道
自
然
保
護
協
会
の
講
演
会
を
夕
張
会
場
に
お
願
い
し
、

札
幌
で
も
同
じ
講
演
会
を
開
い
た
。

講
師
の
保
母
武
彦
氏

(島
根
大
学
教
授
)
は
、
美
し
い

湖
、
宍
道
湖
を
干
拓
か
ら
守
る
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、

つ

い
に
国
の
閣
議
決
定
を
覆
し
て
干
拓
事
業
を
凍
結
、
中
止

に
追
い
込
ん
だ
実
績
や
、
「民
活
リ
ゾ
ー
ト
」

よ
り
も
地

域
の
環
境
と
資
源
を
住
民
自
身
で
保
全
、
管
理
、
改
造
し

て
い
く

「
住
民
自
治
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

そ
の
二
年
後
に
は
、
宮
本
憲

一
氏

(当
時
大
阪
市
立
大
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学
教
授
)
を
迎
え
た
。
「
環
境
保
全
と
内
発

的
発
展
論
」

と
は
、
地
場
産
業
を
育
て
自
ら
の
力
で
地
域

を
創
造
す
る

こ
と
、
「
リ
ゾ
ー
ト
法
」
と
五
原
則
に

つ
い

て
な
ど
、
多

く
を
学
ん
だ
。
ま
ち
の
九
〇
%
が
国
有
地
で
、
森
林
伐
採

量
が
全
道

一
を
誇

っ
て
き
た
夕
張
市
は
、
地
底
か
ら
石
炭

を
、
地
上
か
ら
森
林
、
砂
金
、
化
石
、
岩
石
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
膨
大
な
資
源
を
市
外

へ
搬
出
し
て
き
た
街
で
あ
る
。

自
然
環
境
を
考
え
る
こ
と
は
、
「月
並
み
」

に
人
を
育

て

あ
う
こ
と
に

つ
な
が

っ
て
く
る
。
宮
本
氏
は
、
い
み
じ
く

も

「煩
わ
し
い
付
き
合
い
」
を
私
た
ち
が
続

け
て
い
く
な

ら
、
「
力
は
時
」
で
あ
る
と
、
耐
え
る
方
向
を
示
唆
し
て

く
だ
さ

っ
た
。

登
ら
せ
よ
う
会

夕
張
市
が

「開
発
計
画
の
休
止
」
を
発
表
し
た

一
九
九

一
年
、
北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
な
わ

れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
「
指
定
の
要
望
書
は
市
教
育
委
員

会

で
作
成
し
て
い
な
い
の
で
」
と
曖
昧
な
態
度
で
あ

っ
た

市
教
育
長
と
、
「指
定
と
保
護
」

に

つ
い
て
の
会
談
を
持

ち
続
け
、
共
通
認
識
を
作
ろ
う
と
し
た
。

市
内
に
夕
張
岳
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
な
く
、

夕
張
岳

に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
、
先
ず
ス
ラ

イ
ド
行
脚
を
試
み
た
。
ほ
と
ほ
と
骨
の
折
れ
る
市
会
議
員

か
ら
教
育
委
員
、
関
係
あ
る
役
所
各
課
と
観
光
協
会
事
務

局
、
そ
し
て
空
知
支
庁
、
営
林
局
に
も
行
脚
を
行
な

っ
た
。

そ
の
際
、
荒
廃
し
た
登
山
道
や
木
道
、

ト
イ

レ
、
ヒ

ュ
ッ

テ
、
看
板
、
盗
堀
跡
な
ど
、
登
山
口
か
ら
頂
上
ま
で
の
現

状
を

ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
急
務
の
保
護
対

策
は

「行
政
と
民
間
が

一
体
で
行
な
う
こ
と
」
を
提
案
し
、

「視
察
登
山
」
を
働
き
か
け
た
。

こ
う
し
た
努
力
が
夕
張

市
文
化
財
保
護
委
員
会
と
の
合
同
視
察
登
山

の
実
現
に
結

び
付
い
た
。
登
山
後
の
ま
と
め
に
基
づ
い
て
、
保
護
対
策

は

「
で
き
る
と
こ
ろ
」
か
ら
手
を

つ
け
て
い
く
よ
う
、
提

案
と
情
報
交
換
を
頻
繁
に
行
な

っ
た
。

新
教
育
長
を
迎
え
、
ま
だ
夕
張
岳

に
登

っ
て
い
な
い
教

育
長
の
た
め
に

「登
ら
せ
よ
う
会
」
を
企
画
し
た
。
そ
の

結
果
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
理
事
有
志
や
市
文
化
財

保
護
委
員
長
と
土
ハ有
体
験
を
持

っ
た
教
育
長
は
、
「
生
き

て
い
く
自
信
が
も
て
た
」
と
感
動
あ
ふ
れ
た
感
想
を
語

っ

た
。
そ
の
後
の
会
議
や
集
い
に
お
い
て
、
体
験
談
を
話
す

教
育
長
の
影
響
力
は
大
き
か

っ
た
。
感
動
は
活
動
の
力
を

生
む
。
登
ら
せ
た
い
人
は
、
ま
だ
ま
だ
い
る
。

南
富
良
野
町
の
皆
さ
ん
と

夕
張
岳
の
山
頂
付
近

(第

一
種
特
別
地
域
)
は
、
山
稜

を
ほ
ぼ
行
政
境
界
に
し
て
、
東
側
が
南
富
良
野
町
、
西
側

が
夕
張
市
に
ま
た
が

っ
て
い
る
。
登
山
道
は
夕
張
市
だ
け

で
は
な
く
南
富
良
野
町
金
山
か
ら
も
あ
る
。
会
で
は
早
く

か
ら
南
富
良
野
の
町
民
と
交
流
を
望
む
意
見
が
あ

っ
た
が
、

そ
の
…機
会
を
逸
し
て
い
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「指
定
」
が

い

っ
こ
う
に
進
捗

せ
ず
、
会
で
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た
各
関
係
機
関
へ
の

行
脚
を
行
な

っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
北
海
道
営
林
局
で
は

協
力
的
で
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
「
地
元
か
ら
の
要
望
が

な
い
と
動
け
な
い
こ
と
、
地
元
の
熱
意
が
ほ
し
い
」
と
要

望
さ
れ
た
。
意
を
決
し
て
三
月
、
南
富
良
野
町
と
金
山
営

林
署
を
訪
問
し
て
私
た
ち
の
熱
意
を
届
け
る
。

一
方
、
南

富
良
野
の
町
民
の
方
々
と
も
話
し
合
う
場
を
設
け
、
当
会

が
辿

っ
て
き
た
活
動
を
説
明
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

新
た
な

「南
富
良
野
町
教
育
長
を
登
ら
せ
よ
う
会
」

の

願
い
が
か
な
い
南
富
良
野
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
登
山
会
が

実
現
し
た
。
七
月
の
高
山
帯
に
お
い
て
、
当
会
の
本
城
代

表
が

「
指
定
」
に
向
け
た
状
況
を
説
明
す
る
。
と
も
に
地

元
同
志
、
山
稜
か
ら
両
側
を
見
な
が
ら
、
「
こ
こ
が
南
富

南富良野町の皆さんと交流登山1994年7月
蛇紋岩崩壊地で説明する本城代表
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良
野
町
、

こ
ち
ら
が
夕
張
市
」
と
夕
張
岳
の
岩
肌
を
手
で

な
ぞ
る
。
思
い
が
通
じ
合
う
よ
う
な
懇
談
が
あ

っ
た
。
夕

張
岳
の

「指
定
」
に
労
を
厭
わ
ず
、
行
政
と
町
民
の
両
方

に
働
き
か
け
た
こ
と
で
、
遠
い
存
在
の
夕
張
岳
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
。
何
よ
り
も
南
富
良
野
町
の
皆
さ
ん
と
仲
良

く
な
れ
た
こ
と
が
、
素
晴
ら
し
い
財
産
と
な

っ
た
。

夕
張
岳
関
係
者
協
議
会

文
化
庁
の
考
え
は
、
「指
定
は
民
主
的
に
進
め
た
い
、

指
定
後

の
文
化
財
を
未
来
に
大
切

に
引
き
継
ぐ
た
め
住
民

の
意
識

の
高
ま
り
を
作
り
、
地
元
か
ら
要
望
が
出
る
の
を

待

つ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
夕
張
市
が
提
出
し
た

「要

望
書
」

に
は
、
「管
理
と
保
護
対
策
は
国
と
道
が
万
全
に
、

指
定
は
国
と
道
の
責
任
で
」
と
い
う
要
望

の
他

に
、
「
環

境
保
全
と
開
発
に
配
慮
し
地
域
範
囲
を
指
定
」
と
い
う
難

解
な
内
容
を
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
市
全
体
が
要
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望
書
提
出
後
も
消
極

的
な
ま
ま
で
あ

っ
た
。

私
た
ち

は
、
「
こ
の

要
望
書
を
咀
噛
し
、

地
元
が
主
体
的
に
立

案
す
べ
き
」
と
途
方

も
な
い
根
気
を
持

っ

て
、
協
議
の
場

の
必

要
性
を
提
言
し
て
き

た
。一

九
九
三
年
五
月
、

市
教
育
長
が
座
長
で

「
関
係
者
協
議
会
」

が
開
設
さ
れ
た
。
メ

ン
バ
ー
と
し
て
空
知

支
庁
、
夕
張
営
林
署
、

市
教
育
委
員
会
の
社

会
教
育
課
と
体
育
振

興
課
、
市
役
所

の
道

立
自
然
公
園
担
当
課
、

夕
張
山
岳
会
、
当
会

の
七
団
体
と
市
文
化

財
保
護
奢
貝
長
が
入
っ

た
。「指

定
」

に
お
い
て

は
認
識

の
統

一
を
は

か
り
、
「
保
護
」
活

動
に

つ
い
て
は
各
団

体
が
協
力
し
あ
う
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

「
指
定

」

は
、

管
理

と
保

護

を
所

有
者

(国
や
道
)

に
押
し

つ
け
て
い
て
は
進
ま
な

い
。

こ
の
協

議
会
の

「実
」
は
、
行
政
と
民
間
団
体
が
同
席
し
、
行
政

側
は
住
民
の
熱
意
を
受
け
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
保

護
活
動
に
乗
り
出
し
て
、
「指
定
の
受
け
皿
づ
く
り
」
を

始
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
協
議

会
が
今
後
北
海
道

レ
ベ
ル
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し

て
い
る
。

一
枚
岩
に

「黒
い
ダ
イ
ヤ
」
が
も
て
は
や
さ
れ
た
炭
鉱
の
歴
史
が
、

一
方
で
人
間

の
尊
厳
の
犠
牲
を
強

い
て
き
た
こ
と
は
、
市

民
に
と

っ
て
今

日
で
も
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故

に
先
人
た
ち
の
苦
労
を
偲
び

つ
つ
も
、
昭
和
二
四
年
頃
に

天
然
記
念
物

の

「指
定
候
補
」
に
あ
が
り
な
が
ら
消
滅
し

た
と
い
う
過
去
の
無
念
さ
を
思
う
。
私
た
ち
は
寡
黙
な
ヤ

マ
男
た
ち
の
哀
感
に
ふ
れ
合
い
、
ま
ち
の
人

々
の
視
線
で

と
け
あ
い
、
夕
張
の
皮
膚
感
覚
を
も
っ
て
行
動
し
て
き
た
。

そ
の
視
点
に
よ
っ
て
、
歯
車
が
動
き
だ
し
た
と
思
う
。

幸
い
に
し
て
、
市
外
の
会
員
や
自
然
を
憂
う
る
人
た
ち

と
の
連
携
は
、
当
初
か
ら
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

人
々
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
、

一
九
九
二
年
十
月

か
ら
基
金
に
よ
る
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。
日
本
自
然
保
護

協
会
の
助
成
を
受
け
、
「
夕
張
岳
、
高
山
植
生

の
保
護
と

適
正
利
用
の
た
め
の
活
動
」
を
始
め
た
。
学
習
登
山
、
気

象
調
査
、
看
板

の
製
作
と
設
置
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

と
販
売
、
野
坂
志
朗
氏

(当
時
愛
知
教
育
大
学
教
授
)
に

よ
る
講
演
会
な
ど
、
多
く
の
活
動
を
通
し
て
夕
張
岳
の
保

護
を
登
山
者
や
関
係
機
関
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
度
は
、
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金

の
助

成
を
受
け
て
、
夕
張
岳
の
移
動
写
真
展
を
夕
張
、
南
富
良

野
、
北
広
島
そ
し
て
札
幌
で
開
催
し
た
。
こ
の
写
真
展
と

「夕張岳から北海道の自然環境を考える
札幌シンポジウム」1993年10月

写真6

一
昨
年

に
札
幌
で
開
い
た

「夕
張
岳
か
ら
北
海
道
の
自
然

環
境
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
は
、
北
海
道
の
後
援

が
あ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
寄
せ
て
貰

っ
た
。
次
年
度
は
、
日

野
自
動
車
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
助
成
に
よ

っ
て
、
高
山
植

生

の
保
護
活
動
の
継
続
と

「
環
境
保
全
教
育
の
た
め
の
活

動
」
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

各
地

の
会
員
の
方
が
こ
う
し
た
活
動
の
広
が
り
を

つ
く

り
、
地
元
と
絆
を
強
め
て
い
る
。

つ
ね
に
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
思
い
、
旗
幟
鮮
明
で
、
活
動
は
ガ
ラ
ス
張

り
に
し
て
、
心
し
な
や
か
に
行
政
と
多
く
の
市
民
を
巻
き

込
ん
で
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
。
夕
張
岳
の
た
め

に

「
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
何
か
を
し
た
い
」
人
が
地
域
を
超
え

て
見
え
て
き
た
。
私
た
ち
は
、
「指
定
」
を
受
け
た
後
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
「住
民
の
熱
意
」
を

一
体
に
し
て

行
政
を
動
か
し
て
い
く
た
め
、
絶
え
な
い
活
動
を
続
け
て

い
こ
う
と
思
う
。
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